
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 異学年交流 

現在地 

目的地 

毎年の新入生のようす 

・表面的には落ち着いているが、社会性やな 

かまづくりで課題がある集団の存在。 

・小学校高学年で様々なトラブルを経験。 

 

小学校高学年の教育活動支援・充実  
・中学校教員との出会い  

・異学年交流の充実  

 
多様な価値観との出会い 

社会性育成、自尊感情涵養 

自治力育成、耐性強化 など 

 

(1) 乗り入れ指導の拡大（中学校教員による指導） 

(2) 縦割り班活動（小１～中３） 

(3) 中学生による学習支援 

(4) 小中合同体力づくり・小６部活動仮入部 

２ 異学年交流 

１ 現在地と目的地 

乗り入れ指導の拡大 

□より多くの人 

との出会い 

□社会の接点で 

の学びの充実 

□ 学級担任制から一部教科担任制導入 

□ 中学生・地域の方々との交流を通して集団生活のルールや礼儀・態度を学ぶ。 

□ 基礎学力、基礎体力の定着 

 

中学校教員が兼務 

【小６】社会・音楽・体育・外国語・算数（３学期より） 

【小５】音楽  

【小６音楽：中学教員兼務】 

中学校教員の専門性を生かす 

多様な価値観との出会い （中学校教員との出会い） 
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すべての子どもが社会に出て自立して 

生きていく力をつけることができる教育の確立 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦割り班活動 

小学校１年生から中学校３年生まで

を１１の縦割り班に編成し、異学年交

流進める。交流給食、交流タイム、保

小中なかよし駅伝などを通して、集団

生活のスキルアップ、リーダー育成に取

り組む。 

中学生という 

身近な手本との出会い 

 ・意欲・前向きな姿勢 

 ・話し合い活動のスキル 

 ・リーダーシップ 

 ・礼儀や態度、受け答え 

生き方・考え方の刺激 

 ・身近な先輩へのあこがれ 

 ・活動を創る楽しさ 

 ・リーダーとしての意識 

中学生による学習支援 

部活動生の学習支援 

 ・長期休暇の宿題支援 

 ・質問教室 

 ・体験活動補助 

期待される効果 

 ・主に高学年の基礎学力の定着 

 ・身近な先輩へのあこがれ 

 ・中学生の自己有用感の高まり 

実践を通しての気づき 

小中合同体力づくり 

小学６年生部活動参加 

放課後の部活動合同

アップに小学校高学年

が参加。 

小学６年生、３学期

より部活動仮入部 

期待される効果 

・身近な先輩に学ぶ。 

・中学校の指導性や雰囲 

気を体感する。 

・基礎体力向上 

・耐性強化 
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